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【はじめに】慣性静電閉じ込め核融合(IECF)装置は D-D 核融合反応により中性子、陽子を発生さ

せる装置である。希薄重水素ガス中で、中心に設置された籠状の陰極に直流放電を印加し、

放電させる。生成された重水素イオンは電場により陰極方向に引力を受け、その一部は陰極

をすり抜け、往復運動を行う。重水素イオンは容器内を往復運動する間に、核融合反応する。

重水素イオンは、静電場により陰極内部に引き寄せられ、収束し、その結果として、イオン

自身の電荷によって仮想陽極を形成する。以前の研究(1)において、水素のバルマー系列（Hα）

スペクトルのドップラーシフト観測により、陰極内部に仮想陽極の存在が確認された。また、

仮想陽極の電位は陰極の印加電圧の約 1/3 に比例することが確認された。今回は、陰極内部に

形成される電位分布を調べるために大型の陰極を用いて、イオンの運動方向に対して 90°付

近の斜め方向からのドップラーシフトの観測を試みたのでこれについて報告する。 

【実験】陰極として内部が横方向から観測しやすいように円筒形2リング (高さ10cm、直径5cm)。

を採用した。陰極内部のコア部分を横方向約 60°付近で観測した。位置分解能を向上させる

ために、ファイバー固定具と集光レンズを取り付けた。光ファイバーを通じて分光器(NIKON 

G-250,StellarNet BlueWave-VIS2)により Hαスペクトルおよびそのドップラーシフトを観測し

た。典型的は放電のコンディションはガス圧力 0.1Pa、印加電流 10ｍA、印加電圧 1~20kV で

ある。中性子を観測する必要がないので、重水素ガスは使用せず、水素ガスを用いた。また、

生成されるイオン種(H+, H2
+, H3

+)はヘリウム

ガスを混合することにより、比率が変化するこ

とが期待される(2)(3)。図は、H2およびHeガスに

よるドップラーシフトの違いを示している。He

ガスの放電ではH+によるドップラーシフトの

みが観測されることが期待される。結果につい

ては、発表で報告する。 
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